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発表演題名 小学校で発生したジャガイモによるソラニン類食中毒事例 

学会名 第４７回 北陸信越薬剤師学術大会 

発表者名 澤崎加奈恵（保健衛生部） 

開催場所 福井商工会議所 

開催日時 平成２６年１１月３日（月） 

発表内容 平成 26 年 7 月 18 日、福井県内の小学校において、授業で収穫したジャ

ガイモを茹でて喫食したところ、約 30 分後から児童 31 名中 6 名が腹痛・

嘔吐等の症状を呈した。発症の状況からジャガイモに含まれるソラニン類

による中毒が疑われ、小学校に残っていた未調理のジャガイモについて、

当センターでα-ソラニンおよびα-チャコニンの検査を実施した。その結

果、これらが高濃度で検出され、原因であると判明した。 

ジャガイモ約 20 個を粉砕してペースト状にしたものを試料とし、名古

屋市衛生研究所で開発された方法に準じて試験溶液を調製した。すなわち、

試料 2g を 5％酢酸で超音波抽出し、そのろ液を Sep Pak Plus C18 

cartridge で精製後、溶媒留去して残留物をメタノールおよびアセトニトリ

ルで溶解したものを試験溶液とした。なお、試験はα-ソラニンとα-チャ

コニンのそれぞれについて 3 併行で行った。 

 HPLC で分析した結果、ジャガイモ中の平均含有量はα-ソラニンが 112

μg/g、α-チャコニンが 244μg/g であった。これは通常の約 5 倍濃度に相

当する。また、公益財団法人日本中毒情報センターの「保健師・薬剤師・

看護師向け中毒情報」によると、これらの有毒成分の小児中毒量は、経口

で 15.6～40mg であることから、今回のジャガイモであれば、44～112g

程度の喫食で発症することになる。 

今回の事例を受け、学校関係者のみならず広く県民を対象にした、ソラ

ニン類など自然毒に関する知識の普及啓発の大切さを認識させられた。ま

た、これまで当センターではソラニン類の検査実績はなかったが、昨年度

に検査体制を整えていたことから、今回の事例に対応することができた。

今後も、ソラニン類に限らず他の自然毒についても検査体制を整えていく

ことが必要と考える。 

 


